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ケーススタディ1

佐藤商店2

―家業から地域の近代企業へ、先見性の遺伝子を引き継ぐ経営―

中国地方の地方都市に本社を置く、創業 50 年を迎える古紙卸売業の佐藤商店の二代目社

長は、ファミリー企業トップの誰もが直面する「後継者問題」に直面している。

長男に継がせるべきか、あるいは次男がいいのか――。優れた先見性で社業を伸ばしてき

た二代目社長だが、後継者問題では大いに悩む。事業承継をにらみ、ホールディングス機

能を持つ株式会社佐藤を設立。佐藤商店の持株全株をそこに譲渡し、その株式の 51％を自

ら所有する。今後の後継者決定に備えてのことだ。

ファミリー企業の事業承継はどうなされるべきか。何が課題になり、解決へのどんなアプ

ローチがあるのか……。

ここでは、佐藤商店の歴史を二代目社長が入社した 40 年前まで遡り、地方都市のファミ

リー企業が中国の同業種を代表する企業に発展した経緯をたどる。この間、二代目はどの

ように育成され、どんな形で初代から事業継承したのか。さらには、三代目社長の候補で

ある長男と次男は、どのような経緯で事業に加わり、育成されているかについて報告して

いる。

基本データの紹介のほか、二代目社長、長男、佐藤商店で長年働いてきた取締役の回想や

個人的見解、思いも盛り込んだ。事業の数値からだけでは見えてこない“ファミリー企業

の成長の秘密と苦悩”に迫った。
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